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  令和４年度学校教育到達目標    高島市立安曇小学校 

                                                    〈本年度の指導力点〉                〈本年度の到達目標：数値目標〉 

       
 

○自ら学び考え、行動する力を育む 
教育の創造  

・魅力ある授業で、基礎的・基本的な学習内 

 容の定着と主体的な学習の推進 

・１人１台端末を生かした個別最適な学び 

と協働的な学びの実現 

・地域学習や福祉学習を核とした生活科、 

 総合的な学習の時間の推進 

・読み解く力を育成し、自分の言葉で表現 

 する子の育成 

・パワーアップタイム等による「書く力」 

 の育成 

〔我が校の学ぶ力向上策の実践〕 
○豊かな心と良好な人間関係づくり 
・児童によるいじめ啓発活動 

・言葉遣いや言語環境の整備 

・ソーシャルスキルとコミュニケーション 

 能力の育成 

・教育活動全体を通じて、道徳科の充実と 

 藤樹先生の教えに学び実践する心の教育 

 の推進 

○たくましい心と体づくり 

・業間運動、鉄棒や縄跳び、マラソン等の体 

 力づくりの推進と自己の体力の課題改善  

 に向けた取組 

・食育の推進や早寝早起き等生活リズムの 

 構築 

・感染症予防と安全対策の徹底 

○小中一貫教育の推進 

・豊かな学びにつなぐ授業研究の充実 

・一部教科担任制による指導の充実 

・安心して意欲的に学べる学習環境づくり 

○家庭、地域等との連携 

・学校便りやホームページ等による 

保護者、地域への情報発信 

・学校運営協議会を基軸に地域学校協働活 

 動の推進、学校関り人口の増加、つなが 

 り響き合う教育の実践 

・学校地域連携カリキュラムの作成 

《確かな学力の向上》               
・授業が楽しい、わかる 
             児童評価   ９０％以上      
・相手の話をしっかり聞ける   
             児童評価   ９0％以上                  
・自らの課題に主体的に取り組む家庭学習 
 と自主学習の習慣化 
・パワーアップタイムで「書く力」が身につ 
 いたと実感する児童評価  ９０％以上 
・朝読書、図書貸出訪問、委員会活動による  
 読書活動の活性化                                         
・効果の上がる校内研究、校内研修とＯＪT  
 の推進（ＩＣＴ・プログラミング等） 
・発達段階に応じたキャリア教育の推進 
《豊かな心と良好な人間関係づくり》 
・学校に来るのが楽しい 
             児童評価   ９０％以上 
・学校、学級は心地がよい   
             児童評価   ８５％以上      
・自分も他者も大切にする児童の育成  
・いじめをしない、許さない児童の育成  
・ソーシャルスキルトレーニングの実施 
・自尊感情を育む、教職員の働きかけ   
・先生は自分の良いところを認めてくれる 
             児童評価  ９０％以上 
・個別の教育支援計画、合理的配慮に基づ 
 く、きめ細かな指導と支援の実践  
・藤樹先生の教えに学び、よりよく生きる道徳 
 教育の推進                  
・縦割り活動、ペア活動による良好な人間関 
 係の育成 
《たくましい体と健康づくり》 
・高学年での体力の向上 
・生活アンケート等による家庭への啓発  
 と規則正しい生活習慣の確立  
《小中一貫教育の推進》 
・小中合同学習は、中学校進学への不安解 
 消に役立った 
      児童評価 ９５％以上 
・部会の再編による、教師のつながり感の 

高揚 
《家庭、地域等との連携》 
・新たな学校支援ボランティアの発掘と 
 組織化 
・地域学校協働活動の一つとして広瀬学 
 区でのマラソン大会の実施 
・学校関り人口の増加のための取組 
・学校地域連携カリキュラムの作成と共有 

     ＜めざす子ども像＞ 
・心豊かに明るく健康な子 

・仲良く学び合う子 

・失敗を恐れず挑戦する子 

・自主的・主体的に行動する子     
      ＜めざす学校像＞ 
・生きる力を育む学校 

・学ぶ楽しさを実感できる学校 

・安心、安全で居心地のよい学校 

・地域から信頼される学校 

     ＜学校教育目標＞ 
「豊かな心と自ら学び考える   
   意欲をもつ  心身ともに 

たくましい安曇っ子の育成」 
合言葉 

 じょうぶで  がんばる  やさしい子 

   ＜中期的（３年間）目標＞ 
・基礎、基本の確実な習得と、学び合いを活性化し、 
主体的、対話的で深い学びの創造 

・読解力等言語力、活用力を高める授業の展開 
・ＩＣＴの活用による、 わかる、できる授業の創造 
・道徳教育の充実で豊かな人間関係を育成し、いじめを 
絶対に許さない仲間づくりの推進 

・健康、体力づくりと、豊かな心の育成 
・小中一貫教育の推進による教育課程や生徒指導面 
での連携とキャリア教育の一貫した取組 

・学校運営協議会・地域学校協働活動を核とした 
地域とともにある学校の推進 

〈児童の実態〉 

・素直で明るく、人なつっこい面が多くある。 

・与えられたことには、真面目に取り組める。 

・主体的に取り組む力が弱く、最後まで粘り強 

く取り組む姿勢に課題がある。 

・人間関係づくりに課題があり、適切なコミュ 

ニケーションが図れず、トラブルになる。 

〈本校の教育課題〉 

・各教科における基礎的・基本的学習内容を確実 

に身につける。 

・広瀬小学校との統合７年目を迎え、伝統を保持 

するために、新たな文化を創造する。 

・ソーシャルスキル、コミュニケーション能力を高 

め、よりよい人間関係を築く。 

・コミュニティ・スクールとして、地域とともにある学 

校のさらなる推進を図る。 

     〈地域の実態等〉 

・学校教育活動の推進に、理解と協力があ 

る。 

・ＰＴＡ活動や学校行事には、積極的に参加 

され、協力的である。 

・学校支援については、必要な時に必要な 

支援がある。 

・保護者の価値観の多様化、生活基盤の脆 

弱化等、子どもに影響している。 

【令和３年度学校評価の概要】 
・（児童） 授業が楽しい、わかる 78％、学校が楽しい 77％、学校は居心地がよい 75％ 
・（教師） ipad やプログラミング教育についての研修、総合学習の見直し、校内研究の推進 
・（保護者）学校に楽しく通っている 90%、学校の学習を理解している 86%、お便りや連絡 
      文書等で、学校の様子をだいたい把握している 90% 
・（地域） 地域との連携が進んでいる。 

地域学校協働活動により多くのサポーターの協力を得た。 
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令和４年度　学校教育到達目標　　高島市立本庄小学校 【本年度の指導力点】 【到達目標・数値目標】

学力向上のための力点

○『読み解く力』の向上を図る授業

○思考力育成の礎となる語彙力・表現

力の向上

○家庭学習の質の向上と定着

○学年の発達段階に応じた読書

○未来を見据えた教育の充実

外国語活動、キャリア教育、

ＩＣＴ活用、プログラミング教育

地域とともにある学校

○学校運営協議会、地域学校協働活動の

推進

○保護者や地域の方々が参観や参加がし

やすい取組の推進

○学校からの積極的な情報発信

○安心、安全な学校づくり

保小中の一貫した連携強化

○小中学校への円滑な進学を目指した体

験入学・合同学習の工夫

○小中合同による研究授業の実施

たくましい心身を鍛えるための力点

○より高く目標を設定し、その達成に

向かって努力する児童の育成

○「早寝・早起き・朝ご飯」、「挨拶・返

事・靴揃え」の習慣の定着

○勤労体験学習の工夫と充実

○「自分の命は自分で守る」行動が主

体的にとれる意識の向上

豊かな心を育むための力点

○思いやりの気持ちを持ち、互いに協

力し合える集団づくり

○ふるさとの人材、先達の教えを基に

した活動

○自己肯定感を高める取組の工夫

○人権意識を高める授業や取組

○価値観を深める道徳授業の推進

○道徳的価値感を意識した教育活動

○学力の向上

・「学習が分かる」 (9５％以上)

・「授業が楽しい」 (9５％以上)

・「学習したことは、将来役に立つ」

(90％以上)

・話し合いを中心にした授業で一人一発言

以上 （１００％）

・研究授業、公開授業の実施(一人1回以

上)

・家庭学習の習慣化（低学年：20分、

中高学年：10分×学年）

・読書量(低:200冊、中:250冊、高:300冊)

○豊かな心の育成

・学級が楽しい、学校へ行くのが楽しい

(100％)

・嫌なことを言ったりしたりしない

(9５％以上)

・地域が好きで、誇りを持っている

(90％以上)

・道徳の授業は楽しい (90％以上)

・目的やめあてを意識して活動に取り

組んだ (90％以上)

○心身のたくましさ

・自己目標(マラソン、遠泳)の達成に

向けて努力できた。 (9５％以上)

・「早寝・早起き・朝ご飯」、「挨拶・返

事・靴揃え」の習慣が身に付いてい

る。 (9５％以上)

・自分のことが好き。 (9５％以上)

・学校は安心である。 (100％)

○保護者や地域との連携

・学校運営協議会の実効的な運用

・授業参観、学校行事への保護者参加

(9５％以上)

・学校・学年だより、ホームページ等により、学

校や児童の様子が分かる。 (9５％以上)

・毎月の安全点検の実施

○保小中の連携強化

・中学校進学への不安を感じていない児童

(9５％以上)

・小中合同の研究授業の効果を感じている

教員 (9５％以上)

●めざす ・心身ともにたくましい子

子ども像 ・自分の志を表現しようとする子

・互いに認め合い、尊重し合う子

●めざす ・安心、安全な学校

学校像 ・子どもが生き生き学ぶ学校

・地域に根ざした信頼される学校

●めざす ・専門性を発揮し組織体で協働する

職員像 ・使命感をもって研修に励む

・自らの襟を正し、信頼を得る

＜地域の実態等＞

○滋賀を代表する自然遺産である琵琶湖

に近く、豊かな自然環境に恵まれている。

○学校の取組に理解があり協力的な保護

者や地域の方々が多い。

○農業や漁業との兼業、会社勤めが多くな

っている。

○少子高齢化に伴う地域力の低下、文化・

伝統の継承への不安がある。

＜学校教育目標等＞

校 訓

『たくましい子 本庄の心』

「地域の願いや期待を受け止め、自らの

未来を切り拓こうとする意志と能力を持

つ子どもの育成」

＜中期的（３年間）目標＞

○基礎基本の充実を図り、思考力を伸ばす。

・言語にこだわった学習に力を入れる

○自ら考え、ともに学び合う力をつける

・自らの志を実現しようと努力する意欲を育てる

○豊かな心、たくましい体を育てる

・様々な体験を通して、心身ともにたくましい本庄

っ子の育成を図る

＜本校の教育課題＞

○児童の主体的な学びのある授業の工夫

○主体的な姿勢でけじめのある生活を送

り、思いやりの気持ちを表現できる集団づ

くり

○課題がある児童への指導と支援、集団

への適応力の育成

○保護者、地域との実質的な協働関係の

構築

＜令和３年度学校評価の概要＞

○教職員の努力・工夫で、コロナ禍でも、子どもたちが進んで諸活動に取り組めており、良い経験・良い思い出となっている。

○少人数学級・ 学校ならではの授業の充実、地域の方の協力、感染対策を考えながら、行動・判断をしてもらえていると感じている。

○学校と保護者、学校と他校の生徒との交流をネット環境を利用して増やしていくと、また視野が広がるのではないかと思う。

○子どもたちが何かにチャレンジし たり一生懸命練習したことを発表したりできるよう、保護者と地域がもっとサポートできると良い。

○アンケート結果を見ると、子どもたちは楽しんで学校生活を送っている様子が分かる。

○読書を通じて相手の思いを読み取る力が涵養されると思う。それは豊かな心にも通じる。子ども新聞等の副教材で自分の好きな記事

をじっ くり考えるのも方法ではないか。親などがゲームを楽しんでいる時代に子どもに本を読むように言うのは無理と思うところもある。

○挨拶が出来る・出来ないでその人の評価が変わる。それほど挨拶は今後必要不可欠なものである。スローガンをみんなで考えてみて

は。

○学校行事や環境整備活動は、密にならないよう複数日の設定等の着意が必要。

○『井の中の蛙大海を知らず』にならないためにも、卒業生を招き話を聞ける機会があっても良いのでは。

○全ての評価項目において高評価であり、教職員の皆さんの努力に感謝している。

＜児童の実態＞

○素朴で明朗快活である。

○異学年も含めて誰とでも仲良く

活動でき、協力し合える。

○向上心を持ち、目標に向かって

努力できる。

○自己中心的な言動をとることが

ある。

○主体的に行動することが苦手
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令和4年度　学校教育到達目標　　高島市立新旭北小学校

相手の立場に立って行動する子 互いに笑顔で向き合える学校

いじめをしない、許さない子 個々の良さを認め、自覚できる学校 ☆ ☆
集団で考え、課題解決に向け行動する子 心が通い合い、思いやりのある学校 湖西中学校区での保幼小中高一貫教育の推進
集中してねばり強く取り組む子 地域住民が足を運びやすい学校

進んで体を動かそうとする子

規則正しい生活リズムで過ごす子 こども園・中学校との交流活動の充実

＜めざす教師像＞ ☆
笑顔を絶やさず､元気を出して支持的な学級集団をつくる教師

地域住民の願いを共有し、ともに活動する教師 ☆
人権感覚を高め、子どもの目線を忘れず見守る教師

専門性を生かし子どもの学ぶ意欲を刺激する教師

学び合い、高め合い、支え合う雰囲気の教師集団

☆

☆

☆ やさしい子 ☆ やさしい子

基本的な生活習慣・行動様式の定着

☆ かしこい子 ☆ かしこい子

☆ 強くたくましい子 ☆ 強くたくましい子
遊びを通した仲間づくりと体力づくり

運動能力向上の全校的な取組の推進

学校運営協議会・希望の会の活動を理解してい
る。(職員評価)78％→100％

「小中一貫教育を有意義に感じ、積極的に取り組
んでいる。」および「つながりを意識して自己の授
業づくりに取り組んだ」（職員評価）92％→100％

＜めざす子ども像＞ ＜めざす学校像＞

「チャレンジする意欲」「できる喜
び」「高まる自分」が体感できる学
校

学習規律を整え、秩序を大切にした授業づくり

地域住民の学校運営への参画

【到達目標・数値目標】

つながり響き合う教育の推進

タテのつながり タテのつながり

ヨコのつながり

ヨコのつながり

『学び合い』に視点を当てた授業・保育交流の推
進

【本年度の指導力点】

つながり響き合う教育の推進

地域と学校が一体となって子どもを育てる意識の
醸成

未来とのつながり

未来とのつながり

地域住民とともに取り組む協働活動に意義を感じ
る。(職員評価)新項目→100％
地域住民が集える場としての学校を推進し、住民と
児童・教員の交流を深める。

キャリア教育の視点を生かす学習・郷土の良さを知
る学習 （藤本太郎兵衛、針江かばた、熊野本古墳
群、清水城）に積極的に取り組む。
たてわり活動は有意義である(児童評価)80％→
90％
係・委員会活動を工夫(児童評価)82％→90％

なわとび　マラソン等強化月間を継続する。
「早寝早起き朝ご飯ができている」(保護者評
価)82％→100％
「就寝時刻がおそい」(保護者評価)32％→10％

やさしい子　かしこい子　強くたくましい子の育成

「時と場に応じた言葉遣いができている」(職員評
価)59％→70％

地域学校協働活動の活性化

たてわり活動・あいさつ運動・読書活動を推進する。
読書に取り組む。(保護者評価)40％→60％

思いやりのある、差別やいじめのない学校づくり

ペアやグループで主体的に学び合う言語活動の
充実

「読み解く力」を重点においた授業づくり

「早寝早起き朝ご飯と正しい生活リズム」の推進

社会や団体への貢献を感じる活動の展開

ＩＣＴを活用した学び方改革

「学習規律が定着、学習にメリハリがある」(職員評
価)67％→80％「授業改善に取り組む」（職員評
価)82％→100％）
全学級でガッテンプリントを活用する。
タブレット端末を活用した学習をさらに充実させる。

「いじめ・仲間はずれにしない」(児童評価)92％→
100％

キャリアパスポートの活用により自分の未来を描く

将来を見据えた教育活動の展開

やさしい子　かしこい子　強くたくましい子の育成

〈児童の実態〉

・素直でやさしい。

・学習や活動に真摯に取り組む。

・異年齢の結びつきが強い。

・気力や自主性がやや乏しい。

・学力や体力に二極化の傾向がある。

〈中期的目標〉
・豊かな人間性、自主性、社会性の育成と学力向上

（生活習慣・学習習慣の確立）

・教員の専門性の向上

（ファシリテーション力・探究的授業へ対応）

・地域住民とともに意識改革

（地域住民との協働、地域とともにある学校）

〈地域の実態等〉

・豊かな自然、文化に恵まれ、古くからの風習

が息づいている。

・人々は温厚であり、教育に対する関心が高

く、協力的である。

・地域によって児童数の増減に偏りがある。

〈本校の教育課題〉
・「適切な言葉遣い」(児)85％(教)59％。

子どもたちはができていない。「自分からあ

いさつ」(児)81％(保)60％、言葉の使い分

け、登下校時の挨拶に課題。

・「ふだんから読書」(児)57％(保)40％

「読書指導に工夫」(教)42％。全般的に低

迷。

・「総合的な学習：地域の実情を生かし、探

求的な活動を展開」(教)64％、自主的に課

題を作る場を設ける意識の向上が必要。

・「早寝早起き朝ご飯リズム」(児)84％(保)

82％(教)63％…家庭と学校の意識。「就

寝時刻が遅い」32％朝のスタートが気持ち

よく始められない児童もある。

〈令和3年度学校評価 概要〉
〇感染症対策を優先することにより、「つながり響き合う教育」の推進が困難な情況であるが、前を向いて「地

域にある学校」を推進し、教育活動を展開していく。「チャレンジ」を具現化しようとする学校の姿が明確で、積

極性がある。子どもたちにつけたい力・どう育ってほしいのか大切にし、地域住民と共有しながら、それに向かっ

て歩むことを常に意識していく。

〇大人の労をねぎらう、感謝の言葉を口にする子がいることがすばらしい。新しく始める取組（協働活動）に期

待を込めながら、地域と学校が結びつきを強める取組は本校にとどまらず、保幼小中一貫教育推進と絡めて新

旭全体で取り組む視点を持って進める。

〇感染症対策のなか児童を思いを優先させて取り組む姿勢は今後も継続する。時間短縮を意識しすぎて見切

り発車的な活動にならぬよう、余裕を持たせた活動も大切な視点として実践する。

〈学校教育目標〉
自ら考え 変化に挑む子の育成

“新たな課題に向かい、

アイデアを出し合い、高め合い、

支え合う子ども”
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